
イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

i n f o r m a t i o n

①の対象者 ②の対象者 ③の対象者

支 給 額 児童１人当たり　５万円

申請期間 申請不要 ５月６日（木）〜令和４年２月 28 日（月）

支給時期 ４月 30 日 申請受付後に随時支給

● 申請方法（②・③の対象者）
　下記の書類を子育て支援課に直接持参または郵送し

てください。

● 提出するもの
▷申請書　子育て支援課の窓口にあるほか、市ホーム

ページからもダウンロードできます。

▷本人確認書類（運転免許証、健康保険証、マイナン

バーカード、年金手帳など）の写し

▷受け取り口座を確認できる書類（通帳やキャッシュ

カードなど）の写し

▷戸籍謄本

※児童扶養手当認定を受けていない人のみ必要

▷収入（所得）額が分かるもの（給与明細書、年金振

込通知書など）

● 郵送先　〒 848-8501 伊万里市立花町 1355 番地 1

　　　　　伊万里市役所子育て支援課子育て支援係

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）を
支給します

● 申請・問合先　子育て支援課子育て支援係（　 ☎㉓２３1 ０）

　新型コロナウイルス感染症の影響による子育て負担の増加や収入減少を支援するため、収入の少ないひとり

親世帯に特別給付金を支給します。

●  対象者

① 令和３年４月分の児童扶養手当の支給を受けている人

② 公的年金などを受給しており、令和３年４月分の児童扶養手当の支給が全額停止された人

③ 令和３年４月分の児童扶養手当は受給していないが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変

　 し、収入が児童扶養手当を受給している人と同じ水準となっている人

祝 夢の大舞台へ挑戦　東京２０２０オリンピック代表決定

黒川町出身　柳本 幸之介選手
　４月５日、東京五輪代表選考会を兼ねた競泳の日本選手権３日目が東京で行われ、男

子 200 メートル自由形で、黒川町出身の柳本幸
こう

之
の

介
すけ

さんが自己ベストの記録で第２位

に入り、競泳男子 800 メートルリレーの東京五輪代表に決まりました。

　柳本さんは青嶺中学校在籍時の平成 30 年に、全国中学校体育大会男子 100 メート

ル自由形で２位になり、令和２年９月には、男子 100 メートル自由形の高校記録を更

新しています。

　市出身の選手が、夢の大舞台で活躍することを期待しています。皆さんの応援をよろ

しくお願いします。
↑競泳日本選手権第２位のメ

ダルをかけた柳本選手
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第
１
部
（
団
員
）

松
浦
　
浩ひ
ろ
あ
き明

（
上
古
賀
）

　地域へ少しでも貢献できるよ
う、令和２年４月に入団しました。
　区内の安全・安心のため、火
災予防広報などの活動を頑張っ
ていきたいと思います。

　令和２年４月に入団しまし
た。不慣れな点も多く、まだま
だ戸惑うことばかりですが、先
輩方の指導のもと、訓練や広報
活動を通じ、消防団員としての
意識も高まりました。責任を
もって地域貢献できるよう頑
張っていきたいと思います。

大坪分団

　普段から地域の方々にたくさ
んお世話になっており、自分も
そんな人たちのために何かして
いきたいと考え、消防団に入団
しました。広報活動や災害出動
で地域の皆さんの安全・安心に
貢献できるように頑張っていき
たいと思います。

第
４
部
（
団
員
）

加
川
　
啓け
い
い
ち
ろ
う

一
郎

（
板
　
木
）

　地元の先輩に誘われて昨年入
団しました。先輩方の指導のも
と各種訓練に参加し、活動して
いく中で消防団員としての自覚
が高まりました。地域の人の安
全と安心を守るために、日々の
消防活動を頑張っていきたいと
思います。

波多津分団

第
２
部
（
団
員
）

福
田
　
雄ゆ
う
た大

（
市
　
村
）

　消防団に入り、訓練や広報
など大変なことが多いですが、
先輩方に教わりながら、一団
員として責任を持って頑張り
たいです。

大川内分団

　
市
消
防
団
は
、
大
切
な
人
や
大
好
き
な
ま
ち
を
、
火
災

な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
日
夜
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
市
内
に
は
11
の
分
団
が
あ
り
、
災
害
現
場
に
出
動

し
た
り
、
災
害
の
警
戒
に
当
た
っ
た
り
し
て
地
域
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
団
員
の
中
か
ら
、
各
分
団
の
ホ
ー
プ

を
紹
介
し
ま
す
。

伊万里分団

第
７
部
（
団
員
）

山
口
　
快か
い（

下
松
島
）

第
３
部
（
団
員
）

井
手
　
貴た
か
ひ
ろ洋

（
大
黒
川
）

黒川分団

伊万里市消防団 100 口放水（令和２年１月５日）

　楽器の経験を活かしたい、地
域の消防団の活動に貢献したい
と思い入団しました。
　子育てと両立しながら、楽し
く活動しています。

団本部

ラ
ッ
パ
隊
（
団
員
）

川
原
　
茉ま

南な

（
富
士
町
）

伊
万
里
市
消
防
団
　
各
分
団
の
ホ
ー
プ

を
紹
介
し
ま
す

消防団 100 口放水（令和２年１月５日）

●

問
合
先
　
消
防
調
整
課
消
防
団
係

（
☎
㉓
２
１
１
６
）

インフォメーション
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市
消
防
団
は
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て
、
本

業
に
従
事
し
な
が
ら
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
崇
高
な
使
命
感

の
も
と
、
災
害
対
応
、
各
種
訓
練
、
防
災
啓

発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
消
防
団
は
、

一
般
消
防
団
員
の
ほ
か
、
ラ
ッ
パ
隊
員
、
女

性
消
防
団
員
も
多
数
所
属
し
て
お
り
、
多
方

面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
市
消
防
団
で
は
、
各
団
員
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

消
防
団
に
あ
な
た
の
『
力
』
を

第
１
部
（
団
員
）

前
田
　
太た
ろ
う郎

（
下
　
分
）

　一昨年、地元に戻ったことを
機に入団しました。
　これからも、少しでも地域に
貢献できるよう頑張りたいと思
います。

第
６
部
（
団
員
）

川
原
　
本も
と
き気

（
川
　
原
）

　消防団に入団してから、これ
までよりも人間関係が広がりま
した。
　地域の安全・安心に貢献でき
るよう頑張ります。

第
１
部
（
団
員
）

入い
り
や
ま山

　
友ゆ
う（

　
里
　
）

　小学校の恩師の勧誘で入団し
ました。地域の安全・安心を守
る消防団員の一員として、精いっ
ぱい活動に取り組んでいきます。
入団して日は浅いですが、心を
燃やして頑張ります。今後とも
消防団の活動にご理解とご協力
をよろしくお願いします。

第
２
部
（
団
員
）

前
田
　
拓た
く
や也

（
　
峰
　
）

　入団当初は、消防団活動につ
いて何も知りませんでしたが、
先輩方の指導のもと、訓練や広
報活動、警戒活動、そして災害
時の出動など日々取り組んでき
ました。これからも地域の安全・
安心のため、消防団活動に努め
ていきたいです。

第
６
部
（
団
員
）

山
口
　
僚
り
ょ
う
す
け介

（
古
　
里
）

　先輩方に誘われて入団しまし
た。先輩方に優しく指導しても
らっています。
　地元で新しい人との関わりが
でき、とても新鮮です。大変な
こともありますが、頑張ってい
きたいと思います。

第
１
部
（
団
員
）

福
田
　
佑ゆ
う
だ
い大

（
川
　
東
）

松浦分団 大川分団

東山代分団山代分団

南波多分団

二里分団

　早朝からの訓練や年末警戒な
どは、今までの生活では経験す
ることがありませんでした。消
防団での活動が人生に必ずプラ
スになると思います。活動に誇
りを持ち、先輩方の活躍を次の
世代につなぎ、日常生活に生か
したいと思います。

消防出初式（令和２年１月５日）

インフォメーション
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新型コロナウイルスワクチン
５月 15 日（土）から一般高齢者の接種開始

　５月 15 日（土）から、65 歳以上の一般高齢者へのワクチン接種を開始します。
　接種には、必ず予約が必要ですが、予約の混雑を防ぐため、年齢に応じて次のとおり、予約受付開
始の日を区分します。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　75 歳以上の人　　　　　　　　５月  ６日（木）午前９時 から

　65 歳〜 74 歳の人　　　　　 ５月 12 日（水）午前９時 から

※ワクチンの効果を十分に得るために、同じ種類のワクチンを同じ医療機関（会場）で一定の間隔（中
　20 日間）を空けて、２回受ける必要があります。

　次の場所での接種を希望する人は、Ｌ
ラ

Ｉ
イ

ＮＥ
ン

やインターネット、コールセンターで予約が可能な
日を確認し、予約してください。

町（地区） 医療機関名

伊万里地区

伊万里整形外科病院

日高医院

古川内科クリニック

市民センター（集団接種）

立花地区

いび整形外科

鈴山内科小児科医院

たなか内科クリニック

山口病院

大川内町 泌尿器科いまりクリニック

【医療機関】

町（地区） 医療機関名

黒川町 小島病院

波多津町 小島医院

南波多町 助廣医院

大川町 大川野クリニック

二里町

小副川医院

ケンジンＳＰＡクリニック

山元記念病院

東山代町 立石医院

山代町 西田病院

※市民センターの集団接種は、５月 15 日から毎週土曜日の午後に実施します。

予約受付開始日時

ＬＩＮＥ・インターネット・コールセンターで予約する接種場所

● 問合先　新型コロナウイルスワクチン接種対策室（　 ☎㉓４１２２）

【予約方法】

③　伊万里市コールセンター（☎ 0570-020-520）に電話

　　受け付けは、午前９時〜午後５時（土・日曜日、祝日を除く）です。

　　※５月８日（土）は、コールセンター臨時受け付けを行います。時間は、午前９時〜午後５時

※コールセンターの予約は、混雑が予想されます。ＬＩＮＥやインターネットは、土・日曜日を含め
24 時間いつでも予約が可能です。操作方法などは家族に聞きながら、ＬＩＮＥやインターネットの
積極的な利用をお願いします。

①　ＬＩＮＥで登録 ②　インターネットで登録

ＬＩＮＥでの
予約はこちら →

インターネット
での予約はこちら →

※市ホームページからも登録ができます。

新型コロナウイルスワクチン接種に関するお知らせ
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新型コロナウイルスワクチン接種に関するお知らせ

　次の医療機関はかかりつけの人のみ接種ができます。かかりつけの人は、医療機関に直接、電話

してください。

医療機関名

内山産婦人科医院（東山代町）

岡村医院（伊万里地区）

おぜきホームクリニック（伊万里地区）

加茂医院（大坪地区）

医療機関名

きたじま整形外科（二里町）

産婦人科南ヶ丘クリニック（立花地区）

隅田医院（立花地区）

水上医院（山代町）

かかりつけの人のみ接種できる医療機関

※上記の医療機関のほかにも、かかりつけの人のみ接種を行う医療機関があります。

※伊万里有田共立病院

　現時点で地区医師会との調整により、新型コロナウイルスワクチン接種の副反応に対する救急対応、

感染症指定医療機関としての対応、例外的に入院中の患者や医師がワクチンにアレルギーを起こす

可能性が高いと判断した人に、ワクチン接種を行います。

接種当日の持ち物

①接種券 ③予診票

※接種当日は、自宅で検温して、発熱がある場合や体調が悪い場合などは接種を控えて、接種予定の

医療機関（会場）にキャンセルを連絡してください。

※接種のときは、肩を出しやすい服装で来てください。

予約日をメモして忘れずに接種をお願いします

１回目　　　日　時　　　　　月　　　日（　　）　　　　　時　　　分

　　　　　　接種場所

２回目　　　日　時　　　　　月　　　日（　　）　　　　　時　　　分

　　　　　　接種場所

伊万里市　新型コロナウイルスワクチン接種対策室　☎ 0955-23-4122
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ 0955-22-7860

● 接種に関する問い合わせは
  伊万里市コールセンター　☎ 0570-020-520
  受　付　午前９時〜午後５時（土・日曜日、祝日を除く）

※『お薬手帳』を持っている人は、持参してください。

※生活保護受給者で本人確認書類がない人は、福祉課保護係の担当者へ相談してください。

②本人確認書類

※運転免許証、健
康保険証、マイ
ナンバーカード
など
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インフォメーション

日　　時 訓 練 内 容

５月 19 日（水）午前 11 時 Ｊアラート訓練

６月 17 日（木）午前 10 時 緊急地震速報訓練

10 月６日（水）午前 11 時 Ｊアラート訓練

11 月５日（金）午前 10 時 緊急地震速報訓練

令和４年２月 16 日（水）午前 11 時 Ｊアラート訓練

　この訓練は、国が緊急情報の伝達手段である『全国瞬時警報システム（Ｊアラート）（※）』を全国的に自動

起動させ、機器の稼働状況を確認し、緊急時にも情報伝達が確実に行えるようにするため実施されるものです。

　今年度は、下記の日時に訓練が行われます。当日は訓練内容に即した放送がありますので、注意してください。

※『全国瞬時警報システム（Ｊアラート）』
とは、対処に時間的な余裕がない地震・
津波などの自然災害や弾道ミサイルなど
の緊急情報を、人工衛星を使って市町村
の防災行政無線を自動起動させることに
より、国から直接住民の皆さんに対して
いち早く伝達するシステムです。

※広範囲での地震や本市での大雨などの気
象条件により、訓練が中止される場合が
あります。

防災行政無線を活用した訓練を行います
● 問合先　防災危機管理課防災危機管理係（　 ☎㉓２１３０）

区　分 対　象　者
保険料年額

（負担軽減後）

第１段階

世帯全員が住
民税非課税

老齢福祉年金の受給者、生活保護の受給者、本人の合計所
得金額から公的年金などに係る雑所得を控除した額＋課税
年金収入額が 80 万円以下の人

  38,700 円
  （23,220 円）

第２段階 本人の合計所得金額から公的年金などに係る雑所得を控除
した額＋課税年金収入額が 80 万円超 120 万円以下の人

  58,056 円
  （38,700 円）

第３段階 本人の合計所得金額から公的年金などに係る雑所得を控除
した額＋課税年金収入額が 120 万円超の人

  58,056 円
  （54,180 円）

第４段階 本人が市民税
非課税かつ世
帯内の誰かが
市民税課税

本人の合計所得金額から公的年金などに係る雑所得を控除
した額＋課税年金収入額が 80 万円以下の人   69,660 円

第５段階
【基準額】

本人の合計所得金額から公的年金などに係る雑所得を控除
した額＋課税年金収入額が 80 万円超の人   77,400 円

第６段階

本人が市民税
課税

本人が市民税
課税

合計所得金額が 120 万円未満の人   92,880 円

第７段階 合計所得金額が 120 万円以上 210 万円未満の人 100,620 円

第８段階 合計所得金額が 210 万円以上 320 万円未満の人 116,100 円

第９段階 合計所得金額が 320 万円以上 430 万円未満の人 131,580 円

第 10 段階 合計所得金額が 430 万円以上 650 万円未満の人 147,060 円

第 11 段階 合計所得金額が 650 万円以上の人 162,540 円

　介護保険制度では、３年ごとに介護保険事業計画を策定し、65 歳以上の人の介護保険料を定めています。

今回、令和３年度から５年度までを計画期間とする『第８期介護保険事業計画』を策定し、介護保険料の額を

次のとおり改定しました。令和３年度の年間保険料は、７月に郵送で通知します。

◆ 介護保険料を決める基準となる額（介護保険料基準額）は、据え置きました。
◆ 国の基準の改正により、第７〜９段階を区分する所得の金額を見直しました。

第７〜８段階を区分する所得金額　200万円 ➡ 210万円、第８〜９段階を区分する所得金額　300万円 ➡

320 万円、第９〜10 段階を区分する所得金額　430 万円未満に設定

◆ 市民税課税者の保険料段階に、第 10・11 段階を新設しました。
第 10 段階を本人の合計所得金額が 430 万円以上 650 万円未満の人、第 11 段階を合計所得金額が 650

万円以上の人に設定し、負担能力に応じた保険料段階を設けました。

65 歳以上の人の介護保険料を改定しました
● 問合先　長寿社会課介護給付係（　 ☎㉓２１５４）

新

※低所得者対策として、第１〜３段階の保険料の負担軽減を行っています。
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組織体制の強化と人事異動

産業ＤＸ推進室を新設（総合政策部）
▷市内企業などにおけるデジタル技術を活用した新し

い発想による業務の変革に向けた取り組みを支援す
ることで、産業の生産性と競争力の向上を図るため、
企業誘致・商工振興課内に産業ＤＸ推進室を新設し
ました。

業務デジタル化推進室を新設（総合政策部）
▷市の行政事務について、デジタル化による事務の効

率化や市民サービスの向上などをはじめとしたＤＸ
を推進するため、情報政策課内に業務デジタル化推
進室を新設しました。

保育園民営化推進室を新設（健康福祉部）
▷令和２年３月に策定した『公立保育園等施設整備基

本計画』に基づき、公立保育園５園を令和４年度以
降に民営化する方針であることから、移譲先法人の
選定や職員体制の確保、引継保育の実施、施設の整
備などを進めるため、子育て支援課内に保育園民営
化推進室を新設しました。

組織機構の見直しなど
▷４月から、新型コロナウイルスワクチンの市民向け

の接種が始まることから、新型コロナウイルスワク
チン接種準備室の名称を、新型コロナウイルスワク
チン接種対策室に改めました。

▷伊万里焼や伊万里牛、伊万里梨といった伊万里ブラ
ンドの戦略について、観光施策との連携を一層強化
するとともに業務の効率化を図るため、観光戦略課
内の観光振興係と伊万里ブランド係を統合し、名称
を観光振興係としました。

▷昭和 58 年から取り組んできた地籍調査事業につい
て、令和３年度から一部を残して事業を休止するた
め、地籍調査課の組織を縮小し、道路河川課内に地
籍調査室として設置しました。

１. 体制強化の取り組み

　今回の異動においては、業務状況に応じた適正な
定員管理を行う中で、『デジタル技術による業務の
変革をめざすＤＸ（デジタル・トランスフォーメー
ション）の推進』や『保育園民営化の推進』といっ
た重点施策を円滑に推進するために、組織・機構を
見直しました。
　また、女性職員の積極的な登用、長期在職者の解
消などによって、職員の意識改革の促進と資質の向
上を目指した人事配置を行いました。

● 問合先  総務課職員係（☎㉓２１２７）

３. 退職者の補充

▷部長級	   6 人（男性　6 人、女性　0 人）

▷副部長級	   5 人（男性　5 人、女性　0 人）

▷課長級　　 　23 人（男性 21 人、女性　2 人）

▷副課長級	 23 人（男性 18 人、女性　5 人）

▷係長級	 26 人（男性 17 人、女性　9 人）

▷主査級	 18 人（男性   6 人、女性 12 人）

▷一般職員�	 48 人（男性 32 人、女性 16 人）

▷新規採用職員	11人 （男性   7人、女性   4人）

　令和３年４月１日付け定期人事異動では、
全体で 160 人の異動を行いました。

　監査委員事務局長（管理職）のほか、総合政策部情報
政策課副課長や教育委員会教育総務課副課長、選挙管理
委員会事務局副事務局長などに、女性職員を積極的に登
用し、新たな視点や発想による更なる市民サービスの向
上を目指します。
▷課長級	    2 人  →    3 人
▷副課長級	    6 人  →    7 人
▷係長級	  30 人  →  31 人

２. 女性職員の積極的な登用

①令和２年度中の退職者
　退職者 23 人　（定年退職 17 人、早期退職１人、死

亡退職１人、普通退職４人）
※職種内訳　事務職 11 人、技術職４人、文化財担当職

１人、保育士４人、幼稚園教諭１人、技能労務職２人

②新規採用職員
　新規採用職員 11 人
※職種内訳　事務職６人、技術職２人、保育士２人、

保健師１人

全体の奉仕者として、誠実かつ公正に職務を執行することを
宣誓する新規採用職員
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＝
松
尾
希
美
▽
教

育
委
員
会(

主
査
）
＝
川
原
亜
樹

▽
教
育
委
員
会(

主
任
）
＝
池
田

安
美
▽
教
育
委
員
会
（
主
査
）（
併
）

市
民
生
活
部
＝
久
保
田
明
子

▽
総
務
部
総
務
課
付
（
佐
賀
県
派

遣
）
＝
野
村
和
也
▽
総
務
部
＝
光

田
太
郎
▽
総
務
部
＝
力
武
眞
紀
▽

総
務
部
＝
川
原
悠
雅
▽
総
務
部
＝

前
島
裕
輔
▽
総
務
部
＝
犬
塚
貴
博

▽
総
務
部
＝
中
島
康
裕
▽
総
務
部

＝
川
原
大
介
▽
（
併
）
総
務
部
＝

松
尾
拳
志
▽
（
併
）
総
務
部
＝
園

田
文
明
▽
（
併
）
総
務
部
＝
岩
永

拓
也
▽
（
併
）
総
務
部
＝
前
田
伸

吾
▽
（
併
）
総
務
部
＝
中
野
陸
高

▽
総
合
政
策
部
観
光
戦
略
課
観
光

振
興
係
長
（
兼
）
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
係
長
＝
中
山
亮
一
▽
市
民

生
活
部
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く

り
推
進
係
長
＝
内
山
直
樹
▽
市
民

生
活
部
市
民
課
窓
口
係
長
＝
山
口

真
由
美
▽
市
民
生
活
部
市
民
課
記

録
管
理
係
長
＝
中
島
佳
代
▽
市
民

生
活
部
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
長
＝
塚
本
典
義
▽
市
民
生
活
部

牧
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
副

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
市
民
課
牧
島

分
室
係
長
（
併
）
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
併
）
ス

ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
＝

乾
裕
美
▽
市
民
生
活
部
大
川
内

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン

タ
ー
長
（
兼
）
市
民
課
大
川
内
分

室
係
長
（
併
）
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
（
併
）
ス
ポ
ー

ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
＝
小
國
八

郎
▽
市
民
生
活
部
南
波
多
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

（
兼
）
総
務
部
南
波
多
出
張
所
主
任

（
併
）
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
（
併
）
ス
ポ
ー
ツ
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
＝
辻
真
美
▽
健

康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
課
保
健
予

防
係
長
（
兼
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
副
主

幹
＝
城
島
ゆ
か
り
▽
健
康
福
祉
部

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
室
係
長
＝
岩
野
勤
▽
健

康
福
祉
部
福
祉
課
福
祉
総
務
係
長

＝
蒲
地
史
▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課

障
害
福
祉
係
長
＝
佐
藤
拓
郎
▽
健

康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
保
育
係

長
（
兼
）
病
後
児
保
育
室
す
こ
や

か
室
長
＝
前
田
怜
子
▽
建
設
農
林

水
産
部
農
業
振
興
課
農
政
企
画
係

長
＝
前
田
武
俊
▽
建
設
農
林
水
産

部
農
山
漁
村
整
備
課
林
務
水
産
係

長
＝
馬
場
芳
史
▽
建
設
農
林
水
産

部
道
路
河
川
課
地
籍
調
査
室
係
長

＝
井
手
清
一
▽
上
下
水
道
部
水
道

施
設
課
浄
水
１
係
長
＝
畑
島
康
幸

▽
上
下
水
道
部
下
水
道
施
設
課
下

水
道
工
務
係
長
＝
鶴
田
宏
樹
▽
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育

係
長
＝
田
中
隆
太
▽
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
（
兼
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
副
館
長
（
兼
）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
係
長
（
兼
）
市

民
図
書
館
う
ち
ど
く
推
進
室
副
主

幹
＝
井
本
由
美
子
▽
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長

＝
中
山
裕
文
▽
（
出
向
）
佐
賀
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
係

長
待
遇
）
＝
吉
岡
紘
史
▽
（
出
向
）

伊
万
里
・
有
田
地
区
医
療
福
祉
組

合
（
係
長
待
遇
）
＝
田
中
克
典

（
主
査
・
主
任
）

▽
総
務
部
（
主
査
）
＝
田
中
亜
由

美
▽
総
務
部
（
主
査
）
＝
西
山
由

美
子
▽
総
合
政
策
部
（
主
査
）
＝

西
岡
啓
一
郎
▽
健
康
福
祉
部
（
主

▽
総
合
政
策
部
＝
栗
原
尚
輝
▽
総

合
政
策
部
＝
井
手
功
三
▽
総
合
政

策
部
＝
池
田
晃
樹
▽
総
合
政
策
部

(

兼
）
市
民
生
活
部
＝
松
尾
清
実

▽
総
合
政
策
部
＝
德
久
千
夏
▽
総

合
政
策
部
＝
山
本
圭
悟
▽
市
民
生

活
部
＝
市
丸
優
子
▽
市
民
生
活
部

＝
藤
村
智
子
▽
市
民
生
活
部
＝
峯

歩
美
▽
市
民
生
活
部
（
兼
）
総
務

部
（
併
）
教
育
委
員
会
＝
中
島
公

昭
▽
市
民
生
活
部
（
兼
）
総
務
部

（
併
）
教
育
委
員
会
＝
江
口
泰
史
▽

健
康
福
祉
部
＝
馬
場
厚
志
▽
健
康

福
祉
部
＝
池
田
健
吾
▽
健
康
福
祉

部
大
坪
保
育
園
＝
中
島
美
保
▽
健

康
福
祉
部
大
坪
保
育
園
＝
江
口
麻

有
▽
健
康
福
祉
部
松
浦
保
育
園
＝

長
野
晴
菜
▽
健
康
福
祉
部
大
川
保

育
園
＝
柴
藤
舞
▽
（
併
）
健
康
福

祉
部
南
波
多
保
育
園
＝
藤
巻
宗
子

▽
（
併
）
健
康
福
祉
部
南
波
多
保

育
園
＝
木
寺
知
香
子
▽
建
設
農
林

水
産
部
＝
松
尾
由
理
▽
建
設
農
林

水
産
部
＝
原
口
聖
司
▽
建
設
農
林

水
産
部
＝
久
重
路
祐
貴
▽
建
設
農

林
水
産
部
（
併
）
土
地
開
発
公
社

＝
橋
本
龍
一
郎
▽
上
下
水
道
部
＝

遠
勢
な
つ
み
▽
上
下
水
道
部
（
併
）

建
設
農
林
水
産
部
＝
松
尾
翔
太
▽

議
会
事
務
局
＝
山
下
佐
由
美
▽
農

業
委
員
会
＝
池
田
靖
▽
教
育
委
員

会
（
併
）
市
民
生
活
部
＝
冨
岡
尚

子
▽
教
育
委
員
会
（
併
）
市
民
生

活
部
＝
大
林
正
人
▽
教
育
委
員
会

（
併
）
健
康
福
祉
部
＝
永
元
暢
一
▽

（
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
）
＝
浦

郷
一
紀
▽
（
伊
万
里
・
有
田
消
防

組
合
）
＝
池
田
篤
弘
▽
（
伊
万
里
・

有
田
消
防
組
合
）
＝
久
保
田
俊
宏

▽
（
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
）

＝
永
田
大
成
▽
（
伊
万
里
・
有
田

消
防
組
合
）
＝
金
子
竹
司
▽
（
国

土
交
通
省
）
＝
小
野
慶
太

▽
総
務
部
＝
中
島
慧
▽
総
務
部
＝

大
草
哲
平
▽
総
合
政
策
部
＝
松
永

浩
輔
▽
市
民
生
活
部
＝
林
史
倫
▽

市
民
生
活
部
＝
前
山
夢
穂
▽
健
康

福
祉
部
＝
林
七
未
希
子
▽
健
康
福

祉
部
伊
万
里
保
育
園
＝
浦
川
莉
奈

▽
健
康
福
祉
部
大
坪
保
育
園
＝
山

中
万
喜
▽
建
設
農
林
水
産
部
＝
永

尾
涼
▽
建
設
農
林
水
産
部
＝
長
岡

知
希
▽
上
下
水
道
部
＝
齋
藤
翔
平

【
新
規
採
用
職
員
】

【
一
般
職
員
】

↑辞令を受け取る新規採用職員
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パブリックコメントの結果

　意見募集の結果、意見の提出はありませんでした。

①『第７次伊万里市行政改革大綱』・『同実施計画』
（案）について

②成年年齢引き下げに伴う成人を祝う式典に参加す
る方の対象年齢について

● 問合先
①企画政策課企画２係（　 ☎㉓２１２４）
②生涯学習課生涯学習係（　 ☎㉒１２６２）

インフォメーション

月　日 場　所 時　間

６月１日
（火）

大坪コミュニティセンター 13：00 〜 13：30

市 民 会 館 14：00 〜 14：30

牧島コミュニティセンター 15：00 〜 15：30

６月３日
（木）

立花コミュニティセンター 　9：00 〜 　9：20

大川内コミュニティセンター 　9：30 〜 　9：50

松浦コミュニティセンター 10：10 〜 10：30

大川コミュニティセンター 10：50 〜 11：10

南波多コミュニティセンター 11：30 〜 11：50

波多津コミュニティセンター 13：00 〜 13：20

黒川コミュニティセンター 13：40 〜 14：00

山代コミュニティセンター 14：20 〜 14：40

東山代コミュニティセンター 15：00 〜 15：20

二里コミュニティセンター 15：40 〜 16：00

狂犬病予防注射（集合注射）を再実施します

● 問合先　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

　各コミュニティセンターでの集合注射は、

今年度最終となります。済ませていない飼

い主は、いずれかの場所で受けてください。

　５月 18 日（火）までの集合注射の日程や

場所は、広報伊万里３月号で確認できます。

● 料　金　　予防注射　3,250 円

　新しく犬を飼った場合は、別途登録料

3,000 円が必要です。

※ 予防注射の通知はがきが届いている人

　 は、必ず持参してください。

※ 右記の日程で受けられない場合は、獣

  医科医院などで済ませ、環境課で注射

   済票（550 円）の交付を受けてください。

『第７次伊万里市行政改革大綱』と同実施計画を策定
● 問合先　企画政策課企画２係（　 ☎㉓２１２４）

　市では、市民満足度の向上や財政の健全化を目指し、これまで６次にわたって大綱を定め、積極的かつ継続

的に行政改革に取り組んできました。

　人口減少や少子高齢化、公共施設の老朽化などが進む中、市民の価値観が変化するとともに、行政に対する

ニーズは多様化し、市を取り巻く情勢は変動しています。今後も引き続き、市民サービスの向上を目指し、行

政改革を推進するため、『第７次伊万里市行政改革大綱』と同実施計画を策定しました。

● 改革の目標と推進
　『第７次伊万里市行政改革大綱』と同実施計画は、市が所有する行政資源の最適配分とそれぞれの資源の連携・

連動により、『最少の経費で最大の効果』をあげるという目標を実現するために、理念を『自立と協働のまちづ

くりの推進〜時代の変化に適応する行動イノベーション〜』として掲げ、『組織力の向上』『自立的で効率的な

行財政運営』『市民との協働の推進』という３つの視点を定めて、行政改革を推進していきます。
● 計画期間　　令和３年度〜７年度
● 閲覧方法
　市ホームページや市民情報コーナー（市役所１階）、各コミュニティセンター、市民図書館で閲覧ができます。

『第７次伊万里市行政改革大綱』と同実施計画の概要

ＬＩＮＥで道路損傷の受付開始

　５月１日から、『市公式ＬＩＮＥアカウント』で
道路の損傷などを通報するシステムの運用を開始し
ます。道路の陥没・照明灯の破損や河川の状況など
を写真とあわせて報告してください。

● 問合先
　土木管理課道路係・河川係（　 ☎㉓２４４５）
　情報政策課シティプロモーション推進室

（☎㉓４３１３）
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まちづくり出前講座をご利用ください

　皆さんの身近な生活に関わる行政情報を積極的に提供し、市民参加によるまちづくりを目指すため、『ま
ちづくり出前講座』を開催しています。

　昨年度も、多くの市民の皆さんに利用してもらいました。

　皆さんが知りたいこと、聞いてみたいことなどをメニュー表から選んでください。市職員などが皆さんの

もとに出向きます。

◆ 令和３年度 まちづくり出前講座メニュー表 ◆
ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

く
ら
し

31 伊万里市の防災について
32 市税について
33 消費者トラブル防止について
34 国民年金について
35 木造住宅の耐震化について
36 水道の話
37 防火教室
38 救急教室

環
境

39 家庭でできる地球温暖化対策
40 ごみの分別とリサイクルについて
41 犬・ねこの飼い方について
42 伊万里市の環境の状況

産
業
・
観
光

43 伊万里市の農業について
44 伊万里市の林業・水産業について
45 伊万里市の商工業について
46 伊万里市の観光について
47 農業者年金について
48 農地の転用、売買、貸借について

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
Ⅰ
ツ

49 子どもの生きる力について
50 家庭教育について
51 青少年の育成について
52 人権・同和問題について
53 伊万里の文化財
54 伊万里の史跡めぐり
55 伊万里の資料館見学ガイド
56 図書館のデータベース活用方法
57 家読について
58 絵本の見せ方、読み方、選び方
59 いきいき脳活！音読教室
60 新体力テスト及びニュースポーツの指導

選 挙 61 明るい選挙について
その他 62 その他（希望講座を相談してください）
※この講座は、苦情や陳情の場ではありません。

● 問合先　まちづくり課まちづくり推進係（　 ☎㉓２１１４）

● 対　象　
　市内に在住、通勤または通学しているおおむね 10

人以上の団体
● 時　間　
　午前９時から午後９時までの間で、２時間以内
※土・日曜日、祝日を希望する場合は、担当課と協議

して決定します。
● 場　所　　市内のみ
※会場の手配は受講する団体で行ってください。
● 講師料　　無　料

● 申込方法
　受講予定日の２週間前までに、受講申込書をまちづ

くり課へ提出してください。ファックスやメールで
も受け付けます。

※申込書とメニュー表は、まちづくり課、各コミュニ
ティセンター、市民図書館、市民センター、生涯学
習センターにあります。また、市のホームページか
らもダウンロードできます。

● 申　込　上記問合先、　  ㉒９５７５
　メールアドレス　machizukuri@city.imari.lg.jp

FAX

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

市

政

１ 市政の動きについて（市長講話）
２ 行政改革について
３ 第６次伊万里市総合計画について
４ 伊万里市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
５ 伊万里市の公共施設の在り方について
６ 考えてみましょう！『男女協働参画』

７ 伊万里市の財政について
〜税金の使われ方から財政状況まで〜

８ ふるさと納税制度について

９ もっと知ろう！伊万里のこと
（地域資源の発掘・再発見）

10 市民との協働によるまちづくり
（地域づくり推進事業を含む）

11 伊万里市の多文化共生・国際交流について
12 伊万里湾の開発について
13 伊万里市の公共交通について
14 道路の話

ま
ち
づ
く
り

15 都市計画の話
16 下水道の話
17 伊万里市の婚活推進事業について
18 国民健康保険について
19 後期高齢者医療制度について

福
祉
・
健
康

20 高齢者福祉について
21 介護保険について
22 認知症サポーター養成講座
23 介護予防（百歳体操など）について
24 地域包括ケアシステムについて

25 生活習慣病予防について
（体成分測定、糖尿病・高血圧予防について）

26 健康づくりについて（感染症予防など）
27 子どもの体の発達について
28 障害者総合支援法について
29 生活保護制度について
30 伊万里市の子育て支援の取り組みについて

インフォメーション
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市
で
は
、
新
規
に
狩
猟
免
許
を

取
得
し
、
イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ
ス
な

ど
の
有
害
鳥
獣
駆
除
に
最
低
３
年

以
上
取
り
組
む
人
に
対
し
、
狩
猟

免
許
取
得
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

◆
狩
猟
免
許
取
得
補
助
制
度

●

対
象
者

　
４
月
１
日
現
在
で
、
65
歳
以
下

の
人

●

助
成
金
額

▽
わ
な
猟
　
上
限
５
万
円

▽
銃
　
猟
　
上
限
６
万
円

●

申
込
期
限

　
６
月
25
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先

　
農
業
振
興
課
営
農
流
通
係

（
　
☎
㉓
２
５
５
７
）

◆
狩
猟
免
許
試
験

●

試
験
日
・
試
験
会
場

▽
７
月
14
日
（
水
）　
唐
津
市

▽
７
月
28
日
（
水
）　
佐
賀
市

▽
８
月
９
日
（
月
）　
佐
賀
市

※
狩
猟
免
許
試
験
の
詳
細
は
、
佐

賀
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●

申
込
期
限

　
各
試
験
日
の
２
週
間
前
ま
で

●

申
込
先
　

　
伊
万
里
市
猟
友
会

（
☎
㉓
８
８
３
７
）

　
伊
万
里
市
農
業
協
同
組
合
と
市

で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ
ス
な
ど

の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
伊
万
里

市
猟
友
会
の
協
力
の
も
と
、
わ
な

や
銃
器
に
よ
る
駆
除
を
行
い
ま
す
。

●

駆
除
期
間
　

　
５
月
１
日
（
土
）
〜
令
和
４
年

３
月
15
日
（
火
）

●

注
意
点

▽
有
害
鳥
獣
を
駆
除
す
る
た
め
に

は
、
狩
猟
免
許
や
市
か
ら
の
許

可
が
必
要
で
す
。
免
許
や
許
可

狩

猟

免

許

の

新
規
取
得
を
支
援

 

有
害
鳥
獣
駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
な
く
、
わ
な
を
仕
掛
け
た
場
合

は
法
令
違
反
と
な
り
ま
す
。

▽
野
山
に
入
る
と
き
は
、
目
立
つ

服
装
を
し
て
、
ラ
ジ
オ
を
携
帯

す
る
な
ど
、
人
が
い
る
こ
と
が

分
か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
農
業
振
興
課
営
農
流
通
係

（
　
☎
㉓
２
５
５
７
）

　
農
山
漁
村
整
備
課
林
務
水
産
係

（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

　
Ｊ
Ａ
伊
万
里
営
農
振
興
課

（
☎
㉓
５
５
６
０
）

　次代を担う子どもたちのために、子どもを取り

巻く諸問題に積極的に関心を向け、地域のみんな

で子育てを支援しましょう。市では、昭和 56 年か

ら子どもたちの健やかな成長を願って『こいのぼ

り掲揚活動』を実施していて、市役所、保育園な

どで掲揚しています。『こいのぼり』をお持ちの家

庭でもぜひ掲げて、伊万里の空にたくさんの『こ

いのぼり』を泳がせましょう。
● 問合先
　子育て支援センターぽっぽ（　 ☎㉓５１９７）

あたたかい　ことばがつなぐ
こころのわ

５月５日（水・祝）〜 11（火）

児 童 福 祉 週 間

　
３
月
24
日
、
市
立
牧
島
保
育
園

と
同
南
波
多
保
育
園
を
民
営
化
し

て
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
公
私
連

携
型
保
育
所
（
私
立
保
育
園
）
と

県
内
初
　
公
私
連
携
型
保
育
所
設
置
に
伴
う
協
定
締
結
式

↑明志会 西 裕美子理事長（左）と
伊万里福祉会 南 和夫理事長（右）

し
て
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
運
営
法
人
と
し
て
選
定
さ

れ
た
社
会
福
祉
法
人
と
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
民
営
化
後
は
、
牧

島
保
育
園
は
楠
久
保
育
園
（
山
代

町
）
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人

明
志
会
、
南
波
多
保
育
園
は
み
な

み
保
育
園
（
新
天
町
）
ほ
か
３
園

を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
伊
万

里
福
祉
会
が
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な

り
、
深
浦
弘
信
市
長
は
「
引
き
継

ぎ
後
も
し
っ
か
り
連
携
を
取
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
３
月
22
日
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け
て
、
学
校

法
人
慶
應
義
塾
慶
應
義
塾
大
学
Ｓ

Ｆ
Ｃ
研
究
所
お
よ
び
一
般
社
団
法

人
Ｉイ

Ｎン

Ｓス

Ｐパ

Ｉイ

Ｒア

Ｅ
と
、
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し

た
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
積
極
的
な
連
携
や
協
力
を
行

う
こ
と
で
、
地
域
の
振
興
お
よ
び

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
３
月
24
日
、
市
役
所
で
行
っ
た

記
者
発
表
で
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
地

域
デ
ザ
イ
ン
・
ラ
ボ
の
桑
原
武
夫

情
報
発
信
強
化
の
た
め
連
携
の
覚
書
を
締
結

↑桑原代表（中央）とＩＮＳＰＩ
ＲＥ谷

や

中
なか

修吾代表理事（左）

代
表
は
、「
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
生
か
し
て
、
伊
万
里
市
の

ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に
つ
な
げ
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

インフォメーション
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インフォメーションインフォメーション

　
４
月
14
日
、
黒
木
建
設
株
式
会

社
（
松
島
町
）
が
市
に
２
０
０
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

20
万
円
は
、『
さ
ぎ
ん
Ｓエ

ス

Ｄ
デ
ィ
ー

Ｇジ
ー

ｓズ

私し

募ぼ

債さ
い

』
を
活
用
し
て
行
う
も
の

で
、
地
域
貢
献
の
た
め
、
株
式
会

社
佐
賀
銀
行
伊
万
里
支
店
（
伊
万

里
町
）
と
共
同
で
の
寄
付
と
な
り

ま
す
。

　
黒
木
建
設
の
黒
木
祐
一
郎
取
締

役
社
長
は
、「
市
と
と
も
に
我
が
社

は
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
寄

付
金
は
、
未
来
の
伊
万
里
市
を
築

く
た
め
に
使
っ
て
、
ま
ち
の
活
性

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い

↑建設現場で重機のＩＴ化などにも
取り組む黒木取締役社長（左）

化
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、

希
望
を
託
し
た
目
録
を
深
浦
弘
信

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
３
月
22
日
、
株
式
会
社
朝
日
興

産
（
二
里
町
）
と
株
式
会
社
佐
賀

銀
行
伊
万
里
支
店
（
伊
万
里
町
）

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
く
遊
ん
で
も
ら
い
た
い

↑宋取締役（左から２人目）と佐賀銀
行溝口昌利伊万里支店長（同4人目）

が
、
市
内
公
立
保
育
園
６
園
と
公

立
幼
稚
園
１
園
に
、知
育
遊
具
（
マ

グ
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
３
セ
ッ
ト
ず
つ

寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の
寄
贈
は
、

朝
日
興
産
が
『
さ
ぎ
ん
Ｓエ

ス

Ｄ
デ
ィ
ー

Ｇジ
ー

ｓズ

私し

募ぼ

債さ
い

』
を
活
用
し
て
、
地
域
貢

献
の
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
市
役
所
を
訪
れ
た
朝
日
興
産
の

宋そ
う

太た
い

賢け
ん

取
締
役
事
業
企
画
室
長

は
、「
地
域
に
支
え
ら
れ
、
40
年
間

事
業
を
や
っ
て
き
た
。
恩
返
し
の

た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
も
の

を
選
び
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
３
月
１
日
〜
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼

反
射
材
付
き
交
通
安
全
傘

４
８
８
本

　
伊
万
里
市
農
業
協
同
組
合

▼

知
育
遊
具
（
マ
グ
ブ
ロ
ッ
ク
）

21
セ
ッ
ト

　
株
式
会
社
朝
日
興
産

　
株
式
会
社
佐
賀
銀
行

▼

鉛
筆
削
り
器
　
22
個

　
伊
万
里
商
工
会
議
所
女
性
会

▼

図
書
　
54
冊

　
伊
万
里
商
工
会
議
所
青
年
部

《
福
祉
基
金
》

▼

百
万
円

　
エ
ヌ
・
テ
ィ
株
式
会
社

《
教
育
振
興
奨
励
基
金
》

●

５
万
円

　
岩
本
　
純す
み

子こ

（
木
須
東
）

▼

百
万
円

　
株
式
会
社
サ
ク
セ
ス（
武
雄
市
）

素
直
な
子
ど
も
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て

　
３
月
29
日
、
株
式
会
社
サ
ク
セ

ス
（
武
雄
市
）
の
川
口
喜き

三さ
ぶ

郎ろ
う

代

表
取
締
役
が
、
市
に
１
０
０
万
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、

家
読
や
甲
子
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
な
ど

の
た
め
に
寄
付
を
し
て
い
て
、
今

回
が
８
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
市
役
所
で
行
わ
れ
た
寄
付
の
贈

呈
式
の
中
で
、
川
口
代
表
取
締
役

は
「
子
ど
も
は
素
直
で
あ
る
こ
と

が
一
番
い
い
。
青
少
年
育
成
の
た

め
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、

寄
付
を
受
け
取
っ
た
深
浦
弘
信
市
長

は
、「
教
育
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

●
は
香
典
返
し
、▼
は
篤
志
寄
付
で
す
。

↑目録を手渡した川口代表取締役
（左から２人目）

　
４
月
９
日
、
波
多
津
町
で
活
動

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く

り
波
多
津
（
理
事
長
　
田
中
茂
樹
）

は
、
波
多
津
町
に
10
万
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。
同
法
人
は
波
多
津
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
か

き
焼
き
小
屋
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
営
、
特
産
品
『
波
浦
の
塩
』

の
製
造
販
売
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
当
初
か
ら
町
へ
寄
付
し
て

貢
献
す
る
こ
と
が
目
標
で
、
収
益

が
安
定
し
て
き
た
た
め
、
寄
付
が

実
現
。
寄
付
金
は
、
町
の
高
齢
者
福

祉
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
収
益
か
ら
寄
付

↑吉田正男区長会長に目録を贈呈す
る田中理事長（右）

　
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
市

内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
町
・
地
区
に
寄

付
を
さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
す
。
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